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へ
の
影
響
は
な
い
が
、平
成
28

年
４
月
１
日
以
降
に
市
外
の
方

が
新
し
く
利
用
す
る
場
合
は
、

手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

Ｑ　

自
治
体
が
受
け
る
影
響
は
。

Ａ　

市
内
で
17
か
所
の
事
業
所

が
該
当
、そ
の
事
業
所
の
指
導

監
督
な
ど
の
業
務
が
増
え
る
。

Ｑ　

新
制
度
に
対
応
す
る
た
め

の
体
制
づ
く
り
や
人
的
配
慮
は
。

Ａ　

国
・
県
か
ら
の
権
限
移
譲

に
よ
る
社
会
福
祉
法
人
に
関
す

る
事
務
や
地
域
支
援
事
業
の
事

務
な
ど
を
受
け
持
ち
、25
年
度

以
降
は
業
務
が
増
え
続
け
て
い

る
た
め
、体
制
強
化
が
不
可
欠

と
考
え
て
い
る
。

　介護保険の
　　地域密着型サービス
介護が必要な状態になっても住
み慣れた地域で暮らしていける
ように、身近な市町村で提供さ
れるのが適当なサービスの形と
して創設されたもの。

の
変
化
に
伴
い
、独
自
に
設
け

て
い
た
階
級
制
度
を
、国
の
示

す
７
階
級
に
見
直
す
も
の
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

Ｑ　

土
木
雑
入
９
０
０
万
円
の

内
容
は
。

Ａ　

川
越
市
が
管
理
し
て
い
る

水
管
橋
の
移
設
工
事
の
一
部
を
、

狭
山
市
が
発
注
す
る
工
事
の
た

め
の
費
用
で
、川
越
市
の
水
管

橋
と
狭
山
市
の
石
橋
の
橋
台
を

同
時
に
施
工
す
る
た
め
、県
の

河
川
改
修
事
例
な
ど
を
参
考
に

計
上
し
た
も
の
。

Ｑ　

徴
収
事
業
費
で
、臨
時
職
員

の
業
務
内
容
は
。

Ａ　

徴
税
吏
員
と
し
て
の
権
限

を
必
要
と
し
な
い
定
例
的
で
量

的
な
業
務
の
補
助
を
予
定
し
て

い
る
。具
体
的
に
は
、財
産
調
査

委
員
会
提
出
議
案

◆
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

委
員
会
の
表
決
方
法
を
、実

態
に
沿
い
挙
手
と
す
る
も
の

提
出
委
員
会
議
会
運
営
委
員
会

主
な
議
案
審
議

◆
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
な
ど
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

地
域
密
着
型
通
所
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
創
設
に
伴
い
、人
員

な
ど
の
基
準
を
定
め
る
も
の

Ｑ　

利
用
者
へ
の
影
響
は
。

Ａ　

す
で
に
利
用
し
て
い
る
方

議
員
提
出
議
案

◆
不
老
川
の
早
期
治
水
対
策
を

求
め
る
意
見
書　

提
出
議
員　
　
　
　

齋
藤　

誠

書
類
の
作
成
・
送
付
や
所
在
不

明
者
の
実
態
調
査
書
類
の
作
成・

送
付
な
ど
。

Ｑ　

臨
時
職
員
を
採
用
し
た
場

合
の
効
果
は
。

Ａ　

徴
税
吏
員
で
あ
る
職
員
が

定
例
的
業
務
の
処
理
に
要
し
て

い
た
月
３
０
０
時
間
を
、徴
税

吏
員
で
し
か
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞

納
処
分
に
従
事
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、差
し
押
さ
え
件

数
が
前
年
度
比
約
30
％
増
の

９
９
０
件
、文
書
催
告
が
約
90

％
増
の
２
万
９
千
件
、納
税
率

に
し
て
約
０
・
25
％
、納
税
額
で

約
５
８
０
０
万
円
の
増
収
効
果

を
見
込
む
。

Ｑ　

地
域
介
護・福
祉
空
間
整
備

推
進
交
付
金
の
内
容
は
。

Ａ　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支

援
特
別
事
業
と
し
て
国
が
総
額

52
億
円
を
計
上
し
た
。対
象
の

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
、介
護
事
業
者

の
負
担
軽
減
効
果
が
あ
る
機
器

で
、今
回
は
、腰
の
負
担
軽
減
機

器
や
ベ
ッ
ド
の
見
守
り
支
援
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
す
る
。

一級河川不老川の
早期治水対策を求める意見書（要約）

　不老川流域地域は、何度も浸水被害が発生した
ことから、治水対策を強く要望し、現在も計画的に
改修工事などの対策が実施されている。しかし、８
月22日の台風９号による集中豪雨で不老川がは
んらんし、床上・床下浸水および鉄道・道路・農地の
冠水などの多大な被害があった。昨今の異常気象
の影響もあり、同様の被害の発生が懸念される。市
民の生命、財産と生活を守り、安全で安心して暮ら
せる住環境を整備する市議会の立場から、一級河
川不老川改修工事の促進と流域全体を考慮した災
害対策の充実、整備・対策費の確保を国に求めるな
ど、必要な予算を確保するよう強く要望する。
（提出先：内閣総理大臣、財務大臣、国土交通大臣、埼玉県知事）

９月定例会
９月２日～９月３０日

◆
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員・設

備
お
よ
び
運
営
、効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

協
議
会
の
設
置
や
運
営
に
必

要
な
要
望
、助
言
な
ど
を
聞

く
機
会
を
設
け
る
も
の

Ｑ　

運
営
推
進
会
議
を
実
施
す

る
狙
い
は
。

Ａ　

地
域
連
携
の
強
化
と
い
う

視
点
か
ら
、市
の
職
員
以
外
に

地
域
の
方
も
含
め
た
運
営
推
進

会
議
を
開
い
て
、地
域
と
の
連

携
を
深
め
た
い
。

Ｑ　

運
営
推
進
会
議
で
出
さ
れ

た
要
望
は
、ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

運
営
委
員
会
か
ら
の
意
見
と
併

せ
て
、改
善
に
努
め
る
。

◆
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
員
の
階
級
の
う
ち
、

副
部
長
を
廃
止
す
る
も
の

Ｑ　

廃
止
す
る
背
景
は
。

Ａ　

消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境

平
成
27
年
度

一
般
会
計
決
算
認
定

歳
入
総
額
４
６
４
億
円

歳
出
総
額
４
５
２
億
円

　
【
歳　

入
】

Ｑ　

共
同
受
信
施
設
更
新
事
業

費
交
付
金
の
決
算
額（
80
万
円
）

と
当
初
予
算（
１
２
０
０
万
円
）

の
乖か
い

離り

額
の
理
由
は
。

Ａ　

老
朽
化
し
た
施
設
の
撤
去

な
ど
を
目
的
と
し
た
実
施
設
計

へ
の
交
付
金
で
あ
り
、緊
急
性

の
高
い
施
設
の
対
応
を
優
先
し

て
残
り
の
施
設
を
先
送
り
に
し

た
た
め
、事
業
規
模
を
縮
小
し

た
も
の
。

Ｑ　

歳
入
の
45
％
を
占
め
る
市

税
の
う
ち
、個
人
市
民
税
で
は

納
税
義
務
者
が
約
８
０
０
人
増

え
る
一
方
で
、納
税
額
が
約
７

４
０
０
万
円
減
っ
て
い
る
要
因

分
析
は
。

Ａ　

27
年
度
に
給
与
所
得
者
の

特
別
徴
収
の
徹
底
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、相
当
数
の
方
が
特
別

徴
収
に
移
行
し
た
と
見
ら
れ
る
。

移
行
す
る
と
税
額
の
一
部
が
納

付
期
限
の
関
係
上
、翌
年
度
の

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め

　
　

早
期
の
不
老
川
治
水
対
策
を
求
め
て

　
　

早
期
の
不
老
川
治
水
対
策
を
求
め
て

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
基
準
を
一
部
改
正
す
る
条
例
」

な
ど
、27
議
案
が
市
長
か
ら
、ま
た
、議
員
提
出
議
案「
一
級
河
川
不
老
川
の
早
期
治
水
対
策
を

求
め
る
意
見
書
」な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、全

て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、承
認
・
同
意
・
認
定
し
ま
し
た
。（
議
決
の
結
果
は
15
㌻
）


